
 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

     

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

 山口ふるさと伝承総合センター 

 伝承センター通信  
                   

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

室名 広さ 利用料（半日） 冷暖房 

北側和室 6 畳 760 円 180 円 

西側和室 8 畳 1,100 円 230 円 

中央和室 8 畳 980 円 220 円 

和室（小） 4.5 畳 320 円 80 円 

茶室 4.5+3 畳 880 円 200 円 

    ※予約は 6 か月前から受け付けます。 

明治24年に山口の地方行政に貢献された美祢龍彦氏の居

宅として建てられ、山口の代表的な大架構の民家として保

存されてきました。その後、平成 4 年に所有者から山口市

へ寄贈され、平成 14 年に山口市錦町にあった建物の 3 分

の 1 程が山口ふるさと伝承総合センターに移築され「みや

び館」として生まれ変わりました。 

柱、床の間、鴨居、敷居、欄間など和室の内部は旧建物

の部材を使用して再現しています。   

 

 

 

 

茶室 

美祢邸にあった茶室を新たに再現

したものです。 

中央和室 

みやび館の三室には、茶道用の炉

が切られ、お茶道具は無料で貸出

ししています。 

 

 

利用
施設

時間
区分

8・8畳 10・6畳 酒樽茶室 中央和室

北側和室

和室（小）

みやび館茶室

竪小路

和室

（小）

4.5畳

酒樽茶室

まなび館１Ｆ

みやび館

西側和室

裏庭に設置してある鬼瓦の大きさをみると当時の建物の

大きさをうかがい知ることが出来ます。 

庭園には様々な樹木が植樹されており四季折々の風景を

感じることが出来ます。 

旧間取り 

🔶みやび館利用料金🔶 

みやび館では和の落ち着いた雰囲気の中で茶の湯、着付教室、会合、

イベント、展示会等様々な用途で和室をご利用いただけます。（営利行

為でないもの）多くの皆様のご利用お待ちしております。 

み や び 館 【旧美祢氏住宅】 

miyabikan 

現間取り 

令和元年 
2020 

11 月            

 

 

 

みやび館欄間 

茶室 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

                       

 

 

 
 
 

  
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月～スケジュール                    

教室・体験・イベント等のご案内                    まちづくり NEWS ◆ミニ暮音小路◆ 

指定管理者 ～NPO 法人山口まちづくりセンター～ 

 山口ふるさと伝承総合センター発行 

〒753-0034  山口市下竪小路 12   

TEL 083-928-3333  FAX 083-932-1877 

E-mail y-densho@c-able.ne.jp 

URL http://y-densho.sblo.jp/ 

  館内見学時間 9：00～17：00 入館料 無料 

ミニ門松作り 
お正月用に簡単なミニ門松を作ります。 

日時：12 月 27 日（日）13：30～15：00 

講師：高木範男氏（木工研究科） 

定員：20 名（先着順） 

材料費：800 円（１つ） 

染色教室 
日時：12 月～３月（全 10 回） 

13：00～15：00 

定員：20 名（先着順）材料費：8,000 円 

※11 月に予定しておりました体感！実感！クラフト展は

中止となりました 

初心者向け教室後期開講           

10 月に入り陶芸・パッチワークとちりめん細

工・竹細工・こどもの茶の湯・着付教室が次々と

開講しました！コロナ禍で数々の催しが中止とな

る中、待ち望んだ開講となりました。 

お知らせ           

大殿今昔物語を配布しております 
（1世帯1冊 無料） 

9月1日から配布を開始し、おかげさまで多くの

方々に受け取りに来ていただいております。 

現在残り 

約 200 冊となっ             て 

ております。 

ご希望の方 

お早めにどうぞ。 

 

 

大内文化街道まちなみ協議会の次なる目標 
 まちなみ協議会では 2016 年から地区内の道路の 
美装化等の具体的提案や検証に取り組み、地域の宝
物再発見として副読本も発刊できました。次の目標
は竪小路・大殿大路の風情の在り方や行方です。 

 
この界隈の大路小路には味わいのある町屋がまだ沢

山残っています。新しい息吹を込められて再生した

ものもありますが多くは代替わりをする折に消えて

いく可能性が大きいのが現状です。私達も小学生だ

った頃急に雨が降り出しても軒先をつたえば家まで

濡れずに帰られたものです。時代は変わり、車が幅

を利かし、軒下は駐車場にとって替わられた感があ

りますが今ならまだ利便性との共有やトオリの優し

さを伝える工夫も出来る筈です。協議会では目安と

なるデザインガイド作りに取り掛かっています。題

して路なみ普請（みちなみふしん）のすすめ、これ

を皆さんと考えていけたら幸いです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


